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artisoc Cloudがサポートする出力形式

artisoc Cloudは、以下の出力形式をサポートしています

2

No. 出力形式

1 マップ出力

2 時系列グラフ

3 棒グラフ

4 積み上げ棒グラフ

5 横棒グラフ

6 積み上げ横棒グラフ

7 円グラフ

8 散布図

9 折れ線グラフ

10 積み上げ折れ線グラフ

11 ヒストグラム

12 値出力

1. マップ出力 2. 時系列グラフ 3. 棒グラフ 4. 積み上げ棒グラフ

10. 積み上げ折れ線グラフ9. 折れ線グラフ

5. 横棒グラフ 6. 積み上げ横棒グラフ 7. 円グラフ 8. 散布図

11. ヒストグラム 12. 値出力



自然渋滞発生モデルに出力設定を追加

自然渋滞発生モデルをベースに出力設定を追加します

• 画面右上の「継承して新規作成」をクリックして新しいモデルを作成する
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自然渋滞発生モデル

07. レシピブック サンプルモデル1

https://artisoc-cloud.kke.co.jp/models/hhPx7PJRQH-ASo-6cIQ7ng
https://artisoc-cloud.kke.co.jp/models/AN-ZTfU6RsKEAbngSG7JKA


1. マップ出力

マップ出力は定義されているので設定を確認します

① 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコンをク
リックする

② 出力設定画面のマップ出力設定項目リストから test course の 編
集アイコンをクリックする

③ マップ出力設定画面のマップ要素リストの 走行車 の編集アイコン
をクリックする

④ マップ要素設定画面のエージェントに car が指定されていること
を確認する
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マップ出力

① 出力パネル ② 出力設定画面 ③ マップ出力設定画面 ④ マップ要素設定画面

※ 拡大率、透明度、情報の表示、線を引くなどを変更すると見た目が変わります



2. 時系列グラフ

時系列グラフは定義されているので設定を確認します

① 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコンをク
リックする

② 出力設定画面のグラフ出力設定項目リストから 車の平均速度 の編
集アイコンをクリックする

③ 時系列グラフ設定画面の時系列グラフ要素リストから 平均速度 
(または 最低速度)の編集アイコンをクリックする

④ 時系列要素設定画面の出力値に Universe.ave_car_v (最低速度の
場合は Universe.min_car_v)が指定されていることを確認する
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時系列グラフ

① 出力パネル ③ 時系列グラフ設定画面 ④ 時系列要素設定画面② 出力設定画面

※ 時系列グラフはstep毎にデータが蓄積されるので、長いシミュレーションを行う場合は注意してください



棒グラフを追加します

① モデルツリーの Universe 直下に変数を追加する

• 変数：bar_chart_elements1

② Universe をクリックしてルールエディタを表示し、
univ_step_end に下記の通りルールを追加する

• 0～5の整数値をランダムに3つ生成する

3. 棒グラフ（1）
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棒グラフ

① モデルツリー ② ルールエディタ（Universe）



③ 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコン をクリックする

④ 出力設定画面にて、棒グラフ を選択してから 追加ボタン をクリックする

⑤ 棒グラフ設定画面にて、以下の通り設定する

X軸設定 項目ラベル：A,B,C ※ データ数だけカンマ区切りで項目ラベルを定義する

⑥ 棒グラフ要素リストの +アイコン をクリックして、棒グラフ要素設定画面を表示し、以
下の通り設定する

出力値：Universe.bar_chart_elements1

3. 棒グラフ（2）

7

③ 出力パネル ④ 出力設定画面 ⑤ 棒グラフ設定画面

⑥ 棒グラフ要素設定画面



積み上げ棒グラフを追加します

① モデルツリーの Universe 直下に変数を追加する

• 変数：bar_chart_elements1

• 変数：bar_chart_elements2

② Universe をクリックしてルールエディタを表示し、
univ_step_end に下記の通りルールを追加する

• 0～5の整数値をランダムに3つ生成する

4. 積み上げ棒グラフ（1）

8

積み上げ棒グラフ

① モデルツリー ② ルールエディタ（Universe）



③ 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコン をクリックする

④ 出力設定画面にて、棒グラフ を選択してから 追加ボタン をクリックする

⑤ 棒グラフ設定画面にて、以下の通り設定する

積み上げ表示：チェックON

X軸設定 項目ラベル：A,B,C ※ データ数だけカンマ区切りで項目ラベルを定義する

⑥ 棒グラフ要素リストの +アイコン をクリックして、棒グラフ要素設定画面を表示し、以
下の通り設定する

出力値：Universe.bar_chart_elements1

⑦ 同様に、棒グラフ要素設定画面を表示し、以下の通り設定する

出力値：Universe.bar_chart_elements2

4. 積み上げ棒グラフ（2）
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③ 出力パネル ④ 出力設定画面 ⑤ 棒グラフ設定画面

⑥ 棒グラフ要素設定画面



横棒グラフを追加します

① モデルツリーの Universe 直下に変数を追加する

• 変数：bar_chart_elements1

② Universe をクリックしてルールエディタを表示し、
univ_step_end に下記の通りルールを追加する

• 0～5の整数値をランダムに3つ生成する

5. 横棒グラフ（1）
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棒グラフ

① モデルツリー ② ルールエディタ（Universe）



③ 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコン をクリックする

④ 出力設定画面にて、棒グラフ を選択してから 追加ボタン をクリックする

⑤ 棒グラフ設定画面にて、以下の通り設定する

棒グラフの方向：横棒

X軸設定 項目ラベル：A,B,C ※ データ数だけカンマ区切りで項目ラベルを定義する

⑥ 棒グラフ要素リストの +アイコン をクリックして、棒グラフ要素設定画面を表示し、以
下の通り設定する

出力値：Universe.bar_chart_elements1

5. 横棒グラフ（2）
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③ 出力パネル ④ 出力設定画面 ⑤ 棒グラフ設定画面

⑥ 棒グラフ要素設定画面



積み上げ棒グラフを追加します

① モデルツリーの Universe 直下に変数を追加する

• 変数：bar_chart_elements1

• 変数：bar_chart_elements2

② Universe をクリックしてルールエディタを表示し、
univ_step_end に下記の通りルールを追加する

• 0～5の整数値をランダムに3つ生成する

6. 積み上げ横棒グラフ（1）
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積み上げ横棒グラフ

① モデルツリー ② ルールエディタ（Universe）



③ 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコン をクリックする

④ 出力設定画面にて、棒グラフ を選択してから 追加ボタン をクリックする

⑤ 棒グラフ設定画面にて、以下の通り設定する

積み上げ表示：チェックON

棒グラフの方向：横棒

X軸設定 項目ラベル：A,B,C ※ データ数だけカンマ区切りで項目ラベルを定義する

⑥ 棒グラフ要素リストの +アイコン をクリックして、棒グラフ要素設定画面を表示し、以
下の通り設定する

出力値：Universe.bar_chart_elements1

⑦ 同様に、棒グラフ要素設定画面を表示し、以下の通り設定する

出力値：Universe.bar_chart_elements2

6. 積み上げ横棒グラフ（2）
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③ 出力パネル ④ 出力設定画面 ⑤ 棒グラフ設定画面

⑥ 棒グラフ要素設定画面



円グラフを追加します

① モデルツリーの Universe 直下に変数を追加する

• 変数：pie_chart_elements

② Universe をクリックしてルールエディタを表示し、
univ_step_end に下記の通りルールを追加する

• 0～5の整数値をランダムに3つ生成する

7. 円グラフ（1）
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散布図

① モデルツリー ② ルールエディタ（Universe）



③ 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコン をクリックする

④ 出力設定画面にて、円グラフ を選択してから 追加ボタン をクリックする

⑤ 円グラフ設定画面 が表示される。

⑥ 円グラフ要素リストの +アイコン をクリックして、円グラフ要素設定画面を表示し、以
下の通り設定する

出力値：Universe.pie_chart_elements[0]

⑦ 同様に、円グラフ要素設定画面を表示し、以下の通り設定する

出力値：Universe.pie_chart_elements[1]

出力値：Universe.pie_chart_elements[2]

7. 円グラフ（2）
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③ 出力パネル ④ 出力設定画面 ⑤ 円グラフ設定画面

⑥ 円グラフ要素設定画面

※ 出力値にはUniverse変数を指定でき、配列変数の場合は要素番号を指定することができる



散布図を追加します

① 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコン をク
リックする

② 出力設定画面にて、散布図 を選択してから 追加ボタン をクリック
する

③ 散布図設定画面にて、散布図要素リストの +アイコン をクリックし
て、散布図要素設定画面を表示し、以下の通り設定する

X座標：Universe.car_x

Y座標：Universe.car_speed

8. 散布図
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散布図

① 出力パネル ② 出力設定画面 ③ 折れ線グラフ設定画面

④ 散布図要素設定画面

※ X座標、Y座標に同じ配列数の変数を
指定することで、複数点をプロットできる



③ 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコン をクリックする

④ 出力設定画面にて、折れ線グラフ を選択してから 追加ボタン をクリックする

⑤ 折れ線グラフ設定画面にて、以下の通り設定する

X軸設定 項目ラベル：A,B,C ※ データ数だけカンマ区切りで項目ラベルを定義する

⑥ 折れ線グラフ要素リストの +アイコン をクリックして、折れ線グラフ要素設定画面を表
示し、以下の通り設定する

出力値：Universe.bar_chart_elements1

8. 散布図（2）
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③ 出力パネル ④ 出力設定画面 ⑤ 折れ線グラフ設定画面

⑥ 折れ線グラフ要素
設定画面



折れ線グラフを追加します

① モデルツリーの Universe 直下に変数を追加する

• 変数：bar_chart_elements1

② Universe をクリックしてルールエディタを表示し、
univ_step_end に下記の通りルールを追加する

• 0～5の整数値をランダムに3つ生成する

9. 折れ線グラフ（1）
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折れ線グラフ

① モデルツリー ② ルールエディタ（Universe）



③ 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコン をクリックする

④ 出力設定画面にて、折れ線グラフ を選択してから 追加ボタン をクリックする

⑤ 折れ線グラフ設定画面を以下の通り設定する

X軸設定 項目ラベル：A,B,C ※ データ数だけカンマ区切りで項目ラベルを定義する

⑥ 折れ線グラフ要素リストの +アイコン をクリックして、折れ線グラフ要素設定画面を表
示し、以下の通り設定する

出力値：Universe.bar_chart_elements1

9. 折れ線グラフ（2）
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③ 出力パネル ④ 出力設定画面 ⑤ 折れ線グラフ設定画面

⑥ 折れ線グラフ要素
設定画面



積み上げ折れ線グラフを追加します

① モデルツリーの Universe 直下に変数を追加する

• 変数：bar_chart_elements1

• 変数：bar_chart_elements2

② Universe をクリックしてルールエディタを表示し、
univ_step_end に下記の通りルールを追加する

• 0～5の整数値をランダムに3つ生成する

10. 積み上げ折れ線グラフ（1）
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積み上げ折れ線グラフ

① モデルツリー ② ルールエディタ（Universe）



③ 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコン をクリックする

④ 出力設定画面にて、折れ線グラフ を選択してから 追加ボタン をクリックする

⑤ 折れ線グラフ設定画面を以下の通り設定する

積み上げ表示：チェックON

X軸設定 項目ラベル：A,B,C ※ データ数だけカンマ区切りで項目ラベルを定義する

⑥ 折れ線グラフ要素リストの +アイコン をクリックして、折れ線グラフ要素設定画面を表
示し、以下の通り設定する

出力値：Universe.bar_chart_elements1

⑦ 同様に、折れ線グラフ要素設定画面を表示し、以下の通り設定する

出力値：Universe.bar_chart_elements2

10. 積み上げ折れ線グラフ（2）

21③ 出力パネル ④ 出力設定画面 ⑤ 折れ線グラフ設定画面

⑥ 折れ線グラフ要素
設定画面



ヒストグラムを追加します

① モデルツリーの Universe 直下に変数を追加す

• 変数：histogram_chart_elements

② Universe をクリックしてルールエディタを表示し、
univ_step_end に下記の通りルールを追加する

• 0～100の整数値をランダムに100個生成する

11. ヒストグラム（1）
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ヒストグラム

① モデルツリー ② ルールエディタ（Universe）



③ 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコン をクリックする

④ 出力設定画面にて、 ヒストグラム を選択してから 追加ボタン をクリックする

⑤ ヒストグラム設定画面を以下の通り設定する

• X軸設定

区間数：10

区間の指定：0～100

• 出力値：Universe.histogram_chart_elements

11. ヒストグラム（2）
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③ 出力パネル ④ 出力設定画面 ⑤ ヒストグラム設定画面



値出力を追加します

① 出力パネルの右上にマウスカーソルを移動し、設定アイコン をク
リックする

② 出力設定画面の 出力形式選択リスト から 値出力 を選択してから 
追加ボタン をクリックする

③ 値出力設定画面の値出力要素リストの ＋アイコン をクリックする

④ 値要素設定画面を以下の通り設定する

出力値：Universe.flow_value

12. 値出力
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① 出力パネル ② 出力設定画面 ③ 値出力設定画面 ④ 値出力要素設定画面

値出力
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